
     　　　　　　　組　　　　

氏名

生年月日　　　　　年　　月　　日

（病名）該当疾患に☑チェックをお願いします。

（医療機関名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和　　年　　月　　日受診）

において上記と診断されましたがその後、集団生活に支障がない状態と判断しましたので

令和　　　年　　　月　　　日より登園いたします。

令和　　　年　　　月　　　日

保護者氏名　　　　　　 　　㊞

登　園　届

　RSウイルス感染症

　伝染性軟属腫（水いぼ）

　伝染性膿痂疹（とびひ）

　頭ジラミ

に の み や 保 育 園 園 長 様

　アデノウィルス感染症

　溶連菌感染症

　マイコプラズマ肺炎

　手足口病及びヘルパンギーナ

　伝染性紅斑（りんご病）

　ウイルス性胃腸炎（ノロウイルス・ロタウイルス等）

　帯状疱疹

　突発性発疹



（2）医師の診断を受け、保護者の判断により登園届が必要な感染症

※感染しやすい期間を明確に提示できない感染症について（ー）としている。

第三種感染症（その他）

病名 主要症状 感染期間 登園のめやす

溶連菌感染症
発熱・発疹・いちご状舌・の
どの炎症・リンパ腺の腫れ

適切な抗菌薬治療を開始す
る前と開始後1日間

抗菌薬内服後24～48時間
経過していること

マイコプラズマ
肺炎

咳・発熱・頭痛等、風邪の症
状。特に咳は激しく、１ヶ月
程度持続する

適切な抗菌薬治療を開始す
る前と開始ご数日間

発熱や激しい咳が治まって
いること

手足口病

手のひら、足の裏、口の中
に、米粒のような発疹。口の
中では、舌・唇の内側 ・ 頬
の内側などにでき、食欲低
下する

手足や口腔内に水疱・潰瘍
かいようが発症した数日間

発熱や口腔内の水疱・潰瘍
の影響がなく、普段の食事
がとれること

伝染性紅斑

(りんご病）

ウイルス性胃腸炎
（ノロ、ロタ、アデノ等）

水様下痢、嘔吐、発熱、気
道症状

症状のある間と、症状消失
後1週間（量は減少していく
が数週間ウイルスを排泄して
いるので注意が必要）

嘔吐、下痢等の症状が治ま
り、普段の食事がとれること

ヘルパンギーナ
突然の高熱、咽頭痛、口腔
内に特徴的な発疹

急性期の数日間（便の中に
1か月程度ウイルスを排泄し
ているので注意が必要

発熱や口腔内の水疱・潰瘍
の影響がなく、普段の食事
がとれること

RSウイルス感染症

発熱、鼻汁、喘鳴、呼吸困
難。乳児期早期では細気管
支炎・肺炎による入院の場
合がある

呼吸器症状のある間
呼吸器症状が消失し、全身
状態が良いこと

帯状疱疹
小水疱が現れ神経痛、刺激
感を訴える。痒みを訴える場
合がある

水疱を形成している間
すべての発疹が痂皮（かさ
ぶた）化してから

伝染性膿痂疹
（とびひ）

湿疹や虫さされ痕部に細菌
感染を起こし、びらんや水疱
病変を形成。掻痒感を伴う

効果的治療開始後24時間
皮疹が乾燥するか、患部が
被覆できる程度になること

  伝染性軟疣腫
（水いぼ）

直径1～3mmの半球状丘
疹。四肢、体幹等に数個～
数十個むらがって見られる

効果的治療開始後、24時
間

掻きこわし傷から液が出ない
状況

アタマジラミ
無症状又は、掻痒感（かゆ
み）

産卵から最初の若虫が孵化
する10～14日間

駆除を開始していること

突発性発疹
38℃以上の高熱が3～4間
続いた後、体幹部中心に鮮
紅色の発疹が出現

　　　　　　　―
解熱しきげんが良く全身状
態が良いこと

頬、腕、下肢にレース様の
発疹

発疹出現前の1週間 全身状態が良いこと

第三種感染症（その他）

※感染しやすい期間を明確に提示できない感染症については（－）としている。


